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	応用
	抗原情報
	背景
	ABL2（ARG、Abl関連遺伝子）は、c-Ablとともに、哺乳類非受容体チロシンキナーゼのAblファミリーを形成します。ABL2とc-Ablは、SH3、SH2、およびチロシンドメインにおいてそれぞれ89%、90%、93%の相同性を有しますが、カルボキシ末端側半分の相同性はわずか29%です。ヒトc-AblおよびABL2遺伝子は、ヒトにおいて普遍的に発現しています。ABL2は主に細胞質に検出されたのに対し、c-Ablは細胞質と核の両方に局在します。c-Ablは、ヒト白血病に存在する2つの異なる染色体転座に関与しており、Bcr-AblおよびTEL-Ablが生成されます。最近、急性骨髄性白血病（AML）においてTEL-ARG融合転写産物も同定されました。 Abl ファミリーキナーゼは受容体チロシンシグナル伝達経路と相互作用し、細胞周期の進行、遺伝子転写、ニューロン内のアクチン細胞骨格の組織化などの細胞機能を制御する可能性もあります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ABL2マウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。

